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川
崎
市
の
平
成
二
十
四
年
度

県
の
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望

書
を
恵
宕
知
事
に
提
出

県
費
補
助
に
関
す
る
要
望

五
反
田
川
放
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

緑
地
保
全
施
策
の
推
進
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て

消
防
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
つ
い
て

民
営
鉄
道
駅
舎
垂
直
移
動
施
設
整
備
事

業
に
対
す
る
財
政
措
置
に
つ
い
て

県
の
施
策
に
関
す
る
要
望

太
陽
光
発
魔
の
導
入
促
進
に
つ
い
て

川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
線
な
ど
の
広
域
公

共
交
通
機
関
の
整
備
に
つ
い
て

川
崎
市
内
に
お
け
る
県
施
設
等
の
汚
用

に
つ
い
て

土

砂
災
害
防
止
接
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
県
で
は

土
砂
災
書
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の

あ
る
場
所
の
地
形
や
地
質
、
土
地
の
利
用
状

況
な
ど
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

多
摩
区
に
お
い
て
も
、
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
急
傾
斜
地
の
指
定
、
工
事
と
い
う

う
沢
川
親
水
整
備
・
第
二
期
ヱ

翠
が
始
ま
勺
ま
す

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
（
水
）

多
摩
川
会
（
川
崎
選
出
県
会
議
員
の
会
）
の

幹
事
と
し
て
、
十
－
月
七
日
（
月
）
に
川
崎
市

役
所
で
阿
部
市
長
は
じ
め
市
幹
部
か
ら
説
明

を
聴
取
し
た
後
、
十
一
月
三
十
日
に
県
庁
に

て
、
黒
岩
知
事
に
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま

した。
重
点
要
望
と
し
て
、
放
射
線
監
視
体
制
の
連

携
強
化
や
特
別
支
援
学
校
の
整
備
な
ど
八
項

目
を
、
五
反
田
川
放
水
路
事
業
な
ど
県
費
補

助
に
関
す
る
要
望
五
項
目
、
さ
ら
に
、
県
の

施
策
に
関
す
る
要
望
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

の
導
入
促
進
な
ど
三
項
目
の
要
望
を
行
い
ま

した。（
要
望
は
左
記
の
通
り
で
す
）

要

　

望

　

事

　

項

重
安
要
望

二、三、四、五、六、七、八、

神
奈
川
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防

災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
再
調
査
の
夷
施
に

つ
い
て

放
射
線
監
視
体
制
の
連
携
強
化
に
つ

い
て

拠
点
地
区
等
の
整
備
に
つ
い
て

臨
海
部
の
活
性
化
に
向
け
た
拠
点
形
成

及
び
基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
理
工
学
分
野
に
お
け
る

産
学
官
共
同
研
究
拠
点
の
形
成
促
進
に

つ
い
て

特
別
支
援
学
校
の
整
備
に
つ
い
て

社
会
福
祉
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
県

有
財
産
の
貸
付
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

県
単
独
補
助
事
業
に
お
け
る
補
助
基
準

の
格
差
是
正
等
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
に
モ
デ
ル
区
間
の
整
備

が
完
了
し
た
三
沢
川
。

三
沢
川
再
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
r
懐
か

し
い
三
択
川
を
取
り
戻
そ
う
。
」

コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
、
一
．
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
空
間
に
緑
を
回
復
す
る
。
二

魚
、
鳥
な
ど
に
や
さ
し
い
川
を
復
元
す
る
。

三
・
子
ど
も
が
水
に
親
し
め
る
空
間
を
確
保

す
る
。
四
・
火
災
時
に
川
の
水
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

以
上
四
つ
の
目
標
を
定
め
て
、
昨
年
か
ら
地

元
の
皆
さ
ん
と
、
川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー
と
の

間
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
今
後
の
三
沢

川
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
ま
し

た
や
　
そ
の
検
討
結
果
も
ま
と
ま
り
、
一
月
か

ら
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら

総
延
長
五
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
水
際
に
多

孔
質
ブ
ロ
ッ
ク
を
配
置
し
、
植
生
の
定
着
化

を
図
る
な
ど
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

県
内
で
も
三
両
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
親
水

整
備
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

今
年
三
月
に
完
成
予
定
b

県
議
会
で
は
改
選
後
す
ぐ
に
議
会
改
革
検

討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
改
革
案
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
実
現
可
能
な
案
件
と
、
中
長
期
的
に

議
論
が
必
要
な
案
件
と
を
整
理
し
、
議
論
を

重
ね
、
昨
年
は
、
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

と
会
派
毎
の
審
査
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
昨
年

の
第
三
回
定
例
会
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
神
奈
川
県
議
会
で
の
代
表
質
問
時

間
や
質
問
者
数
は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
が
、
一
般
質
問
者
数
は
全
国
で
も
下
の
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
県
民
の
付
託
を
受
け
て
活
動

す
る
議
員
が
本
会
議
場
で
登
壇
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
急
務
で
し
た
。

そ
こ
で
、
本
年
の
第
一
回
定
例
会
か
ら
、
一

般
質
問
日
で
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
な

い
日
に
限
り
、
本
会
議
を
午
前
十
時
三
十
分

か
ら
開
催
し
、
午
前
中
一
名
の
質
問
が
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
一
般
質
問
者
が
年
間
七
名

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
の
予
算
委
員
会
の

日
程
は
J
日
で
し
た
が
、
補
正
予
算
の
規
模

に
応
じ
て
二
日
間
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
予
算
委
員
会
の
開
催
予
備
日
を
も
う
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
、
県
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
か
な
が
わ
ソ
ー
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

（
こ
業
務
内
容

県
民
の
皆
様
か
ら
の
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
に
関
す
る
一
般
的
・
個
別
的
相
談

を
受
け
付
け
る
ほ
か
、
「
か
な
が
わ
ソ
ー
ラ

ー
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
　
で
御
案
内
す
る
設
置

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
希
望
者
を
募
り
、
申
込

を
と
り
ま
と
め
て
、
設
置
プ
ラ
ン
を
提
案
し

た
参
加
事
業
者
に
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。

（
二
）
業
務
委
託
先

（
特
別
非
営
利
活
動
法
人
）
太
陽
光
発

電
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表
理
事
　
藤
井
右
横
　
東
京
都

文
京
区
湯
島
一
－
九
－
一
〇
）

（
三
）
　
開
設
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
（
木
）

※
同
日
よ
り
、
相
談
や
見
積
申
込
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

（
四
）
　
開
設
場
所

神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
九
階

（
横
浜
市
中
区
尾
上
町
五
－
八
〇
）

（
五
）
受
付
電
話
番
号
及
び
F
A
X
番
号

T

E

L

O

4

5

1

2

6

3

－

6

6

0

0

F

A

X

O

4

5

－

2

6

3

－

6

6

3

5

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
は
後
日
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
六
）
　
受
付
時
間

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
　
（
土
日
・
祝

日
も
開
設
。
）

※
面
談
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に

予
約
の
電
話
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ソ
ー
ラ
ー
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の

留
意
点
に
つ
い
て

一
か
な
が
わ
ソ
ー
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
」
　
で
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
設
置
プ
ラ
ン
は
、
各

事
業
者
が
示
し
て
い
る
標
準
的
な
モ
デ
ル
と

そ
の
参
考
価
格
で
あ
り
、
具
体
的
な
設
置
内

容
及
び
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
販
売
店
が

見
積
書
等
と
し
て
購
入
を
希
望
す
る
県
民
の

方
に
お
示
し
す
る
も
の
が
、
あ
く
ま
で
も
正

式
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
販
売
価
格
の
決
定
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
及
び
か
な
が
わ
ソ
ー
ラ
ー
セ

ン
タ
ー
や
、
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
が
関
与
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

閏
い
合
せ
先

太
陽
光
発
電
推
進
課

評

　

　

長

山
口
　
電
話
0
4
5
1
2
1
0
－
4
1
秒
－

ク
ル
ー
フ
リ
ー
タ
ー

佐
藤
　
電
話
0
4
番
1
2
1
0
－
4
0
7
6



現場で聞いた意見・体験・成功秘話を参考に、本県の取組みに活かします！

環境農政常任委員会

農業生産法人　㈲神司プ㌣－ム二一一

農箕生産法人　媚エア・ウオーター震筐

水産総合研究センター　北海道区水産研究所

稚内市役所

稚内メカソーラー発電所地

商工労働常任垂員会

徳島県庁　新産業戦略課

E登イこ学工業㈲

香川インテノジTントパーク
閤豆タオノノニ菓縫合

極l語高

愛媛県産業技術研究所モV開発センタW

文教常任委員会

鮭茫県弊古豪馬主

霞芋農鰐暮春亀ニー

芋車文化邁葦センう山

紅廻し乾が隋キ啓蟄等笛で㌢繕◆毒筆学校

視察　仙現場をみる。
委員会ごとに、それぞれの分野で注月を集めている取組みを視察・調査しました。

総務政策常任委員会

洞爺湖有珠山ジオパーケ推進協議会

地方誌立行政法人北海道立程合研究嶋囁

北海道庁（北海道道州制特勧区威推進集朝こついて）

小樽商科太字ビジ東ス創造センター

締光合金製空所覇星工場

県民企業常任委員会

1㌧i十一章一‾・：・▼l’…一一一一

着上、d勢子とり三二主賓j蓋てこ肇肌　選挙会

三日タム

奈、篭が†更　意大要′げラ′ニィアスニ【シ；ン遠野センタ“

触鈴　　ぬ由　無で　三好～

句む・十．、鮎・期好．ニ
鍛醗馳　　臨地　　－

∴‖・　　殴

．・－‾誉1■し、1．′了態

厚生常任委員会

尾道市公立みつぎ総合病院

財団法人放射線影響研究所

福岡県庁　葦琴崇

久留米大学　先端がん治療野菜センター

建設常任嚢員会

平成24年第1回定例会スケジュール＆傍聴のご案内

〈本会談〉
受付時隠：通常12：30よりさ

年前申開会日は10－こ幻から
開催中は随時受け付けます。

受付場所：県庁新庁舎8F

正　長：210名（先藩頓き

く常任重賞会・特別豪農会〉
受付時間：当日年前10二00まで

く霊異に達しない場合は延長〉

受付場所一県庁新庁舎5F
議会局執事課

定　　員：16名

モ10，00の時点で定員を遭え
た壌合は抽選）

常任重畳会丸
く総務露策・防災警察

・県民企業・環境農政）

常任委員会B
（厚生・商工労働・建設・文教〉

繋2き詑2日t23日の本会諸法

午前10：30分開会

問い合せ：本会議く045）210－7564

垂昆会（045）218－7546　神奈川県　温泉地学研究所「地震を知ろう」

佃限納期WOnken，Od∂Warakanaqawa拍／

‡月 ��I?｢�火■‾ ‡ 俘ﾈ暮)ｩgｸ檍ｶ8��&ﾘﾈ)��I��k��｢�

法案貌明金　一 

＿‾15日 ��R�添案説明会　　　　　　　　！ 
‾‾16日 冏ｸ+��＿泰会議（代牽街開き 

！ i ��ｳ�y?｢�金 冏ｸ檍ｭ����9Uﾈ棈ｭH�ｨ�����������

i 言 �#����ﾒ�l月 冏ｸ檍ｶ8���9�ｩk8ｭH�ｨ�ﾈ���

22日 ��R�星本会議ト毅質問） 

星‾ 冽h��#9ur�木 冏ｸ檍ｶ9e8,YLｩ�ﾘｭH�｢�

24白 仞����鋳掛本舎象卜磯肇蘭牒纏纏醸封 

28日 ���常任委員会A　　　　　　　　　j 

29日 ��R�常任委員会B 

拍風 ��?｢�・：転 ��ﾙD9�(醜橈��
薯 吾 �?ｩ6��吉倉 ��ﾙD8ﾘﾈ壕橦����ﾂ�

5日 佇��ｲ�常任垂貴会A　　　　　　　　　† 

望 �.(�ｹ?｢�寒 ��ﾙD9tｨﾊx橈(���

†＋　7日 凛b�特別菱具象 
盲 ぎ �*)Iｲ�食 冰ﾈ蟀whｾ�����ﾂ�

－12日 佇��予算垂県会　　　　　　　　　　‾1 

t ��I?｢�水 冰ﾈ蟀�y�(橙�

35‾臼 冏ｲ�予車重轟套 

16E 仞����宮窪蚕桑会く全章罷会） 
‡ j �#�jB�水 ���ｶ8戊�Y�x檠<x�Hﾜﾈﾈ��｢�

22日 冦��議会運尊重馬主 

ぞ3日 亶ﾒ�議運ネ会議（採決） 

防

　

災

　

対

　

策

案
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
対
策
の

見
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
ま
す
。

の
検
討
に
あ
た
り
、
「
避
難
体
制
を
整
備

す
る
た
め
の
貴
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
　
と
一
海
岸
保
全
施
設
等
を

整
備
す
る
た
め
の
津
波
」
　
の
両
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定
し
、
津

波
規
模
等
の
再
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
津
波
浸
水
予
想
図
」
　
を
市
町
に
示
す
こ
と
で
、
市
町
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や
、
避
難
体
制
の
整
備
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
早
細
に
、
か
つ
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
し

た。い

・

訓

　

練

本
県
で
も
東
海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
沖
地
震
な
ど
大
規
模

な
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
地
題
に
対
し
て
、
い
か
に
準
備
を
整
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
か
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
誰
も
が
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
「
大
地

震
が
起
こ
っ
た
ら
津
波
が
発
生
す
る
の
で
高
台
に
避
難
す
る
」

と
い
う
意
識
は
あ
っ
て
も
、
知
識
だ
け
で
は
避
難
は
難
し
く
、

日
頃
か
ら
の
訓
練
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
被
害
を
踏
ま
え
、
各
地
で
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
沿
岸
住
民
や
海
浜
利
用
者
を

い
か
に
避
難
き
せ
る
か
と
い
う
避
難
方
法
や
、
そ
の
避
難
さ
せ

る
場
所
と
な
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
整
備
が
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
津
波
避
難
ビ
ル
の
整

備
は
各
市
町
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
と
市
町
が

連
携
を
取
り
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
整
備
、
あ
る
い
は
避
難
タ
ワ
ー

の
整
備
を
進
め
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

サ
　
学
校
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

災
害
発
生
時
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
県
地
域

防
災
計
画
の
根
幹
を
な
す
地
震
災
害
対
策
計
画
と
県
教
育
委
員
会
の
地

雇
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
我
々

の
指
摘
を
受
け
て
発
覚
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
県
教
育
委
員
会

だ
け
の
過
ち
で
は
な
く
、
安
全
防
災
局
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

指
摘
を
受
け
た
後
、
「
児
童
・
生
徒
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
」
と
対
応
を

統
一
し
た
も
の
の
、
風
水
害
等
災
害
対
策
計
画
の
中
で
は
、
依
然
と
し

て
「
児
童
・
生
徒
は
直
ち
に
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
　
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
る
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
の
発
生
等
に
生
徒
・
児
童
の
安
全
が
確

保
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
り
ま

す
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、
風
水
害
等
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
な
い

こ
と
も
、
わ
が
会
派
の
指
摘
に
よ
り
判
明

し
て
お
り
、
こ
の
際
、
生
徒
・
児
童
に
対

す
る
対
応
の
み
な
ら
ず
、
災
害
対
応
全
体

に
つ
い
て
、
検
証
・
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
く
主
薬
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
か
ら
続
く
　
「
市
町
村
地
震
防
災
対
策
緊
急
支
援
事

業
」
　
は
、
本
年
度
よ
り
　
「
消
防
力
の
広
域
化
」
　
「
木
造
住
宅
の

耐
震
化
一
の
二
分
野
に
重
点
を
置
き
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
に
よ
り
防
災
計
画
が

修
正
さ
れ
、
市
町
村
に
お
い
て
も
新
た
な
防
災
対
策
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
我
々
は
、
「
市
町
村
消
防
防
災
力
強
化
支
援
事
業
」

の
拡
大
や
新
支
援
制
度
の
創
設
を
要
望
し
ま
し
た
。


